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風
水
害
に
備
え
る　

　

風
水
害
は
、
台
風
、
長
雨
、
集

中
豪
雨
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に

よ
り
発
生
し
ま
す
。

　

台
風
の
少
な
い
北
海
道
に
も
毎

年
の
よ
う
に
台
風
に
よ
る
大
き
な

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

台
風
は
進
路
や
威
力
な
ど
を
予

測
し
や
す
い
た
め
、
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
で
正
確
な
情
報
を
入
手
し
、
家

の
周
り
の
危
険
箇
所
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
安
全
対
策
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

集
中
豪
雨
は
狭
い
範
囲
で
短
時

間
に
降
る
た
め
予
想
困
難
で
、
そ

の
威
力
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
決

し
て
油
断
す
る
こ
と
な
く
、
日
頃

か
ら
対
策
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。

わ
が
家
の
風
水
害
対
策
点
検

虚
排
水
溝
や
下
水
溝
は
水
は
け
が

　

よ
く
な
っ
て
い
ま
す
か

許
外
壁
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
亀
裂
は

　

あ
り
ま
せ
ん
か

距
屋
根
の
ト
タ
ン
は
大
丈
夫
で
す

　

か
鋸
窓
は
が
た
つ
い
て
い
ま
せ
ん
か

漁
網
戸
は
強
風
で
飛
び
ま
せ
ん
か

禦
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
は
固
定
さ
れ

　

て
ま
す
か

魚
電
気
の
引
込
み
線
は
た
る
ん
で

　

な
い
で
す
か

風
水
害
の
安
全
チ
ェ
ッ
ク

虚
気
象
情
報
に
注
意
を

許
早
め
の
準
備
を

距
自
主
避
難
の
判
断
を

鋸
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
電
池
の

　

備
え
を

漁
非
常
食
な
ど
の
確
保
を

禦
１
階
の
家
財
道
具
の
移
動
を

魚
洪
水
時
の
避
難
は
足
元
に
注
意

　

を

毎
年
の
よ
う
に
日
本
列
島
を
襲
う
大
規
模
災
害
。
富
良
野
は
災
害
が
少
な
い
地
域
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
災
害
は
必
ず

や
っ
て
き
ま
す
。
大
規
模
災
害
時
に
は
防
災
関
係
機
関
だ
け
の
活
動
で
は
、
被
災
地
に
十
分
な
対
処
が
で
き
ま
せ
ん
。

「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
守
る
」「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
地
震
と
風
水
害
に
対
す
る
意
識
と
備
え

が
大
切
で
す
。
防
災
の
家
族
会
議
や
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
よ
っ
て
被
害
を
最
小
限
に
す
る
日
頃
の
準
備
が
必
要

で
す
。
避
難
所
の
確
認
を
も
う
一
度
し
て
く
だ
さ
い
。

　
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
緊
急
地
震
速
報
」
は
地
震
が
来
る
前
に
テ
レ
ビ
な
ど
で
速
報
と
し
て
流
す
も
の
で
す
。
わ

１０ず
か
な
時
間
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
身
を
守
る
貴
重
な
時
間
に
な
る
よ
う
日
頃
か
ら
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。

「
い
ざ
」
と
い
う
時
の
た
め
に

防
災
意
識
と
備
え
が
大
切
で
す

富
良
野
市
の
過
去
の
災
害

　

富
良
野
地
域
の
１
０
０
年
の
歴

史
で
は
大
規
模
災
害
は
少
な
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
正
８
年
に
大
雨
で
家
屋
浸
水

４
５
０
戸
、
大
正　

年
に
大
雨
で

１２

４
５
７
０
戸
、
昭
和　

年
に
大
雨

３６

で
５
０
０
戸
、
昭
和　

年
に
台
風

３７

で
１
３
８
１
戸
、
昭
和　

年
に
集

４１

中
豪
雨
で
３
２
２
戸
の
記
録
が
あ

り
ま
す
。

　

昭
和　

年
の
金
山
ダ
ム
完
成
、

４２

空
知
川
堤
防
の
整
備
、
富
良
野
川

防災特集 防災特集 
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亨
低
地
・
凹
地
の
警
戒
を

地
震
に
備
え
る

　

地
震
は
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
予

想
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
怖
さ
が
あ

り
ま
す
。
地
震
そ
の
も
の
を
防
ぐ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
日
頃
の

心
構
え
と
備
え
に
よ
っ
て
、
被
害

を
小
さ
く
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

わ
が
家
の
安
全
対
策
点
検

の
河
川
改
修
に
よ
り
水
害
の
危
険

性
は
か
な
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

地
震
災
害
は
、
昭
和　

年
の
十

２７

勝
沖
地
震
と
昭
和　

年
の
十
勝
沖

４３

地
震
が
あ
り
、
観
測
さ
れ
た
震
度

は
４
程
度
で
、
建
物
な
ど
に
大
き

な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
異
常
気
象
に
よ
り
想
定

外
の
災
害
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

日
頃
か
ら
の
対
策
は
大
切
で
す
。

虚
家
の
中
に
逃
げ
場
と
し
て
安
全

　

な
空
間
を
つ
く
る

許
寝
室
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
い

　

る
部
屋
に
家
具
を
置
か
な
い

距
家
具
の
転
倒
や
落
下
を
防
ぐ

鋸
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
出
入

　

り
口
や
通
路
に
物
を
置
か
な
い

地
震
か
ら
身
を
守
る　

か
条

１０

虚
ま
ず
自
分
の
身
を
守
る

許
す
ば
や
く
火
を
消
す

距
ド
ア
を
開
け
出
口
の
確
保
を

鋸
火
が
出
た
ら
初
期
消
火
を

漁
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い

禦
狭
い
路
地
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
は

　

近
づ
か
な
い

魚
が
け
崩
れ
や
土
砂
崩
れ
に
注
意

亨
避
難
は
徒
歩
で
、
持
ち
物
は
最

　

小
限

享
協
力
し
て
救
急
救
護
を

京
正
し
い
情
報
を
聞
く

緊急時の備えを確認してみましょう

非常時持出品リスト

必ず揃えておきましょう

□非常持出袋（リュックサック）

□携帯電話

□健康保険証

□飲料水（ペットボトルなど）

□ラジオ

□保存食品（乾パン、おかゆ、缶

　詰類）

□医療品

□懐中電灯

あると役立つもの

□水筒

□軍手

□ナイフ、はさみ、缶きり

□ビニール袋

□カセットコンロ、予備のボンベ

□ローソク、マッチ

□予備の電池

□ポリタンクやパリバケツ

□調理用ラップ、ウェットティッ

　シュ

□紙コップ、紙皿、割りばし

□トイレットペーパー

□紙コップ

衣類など

□マスク

□厚手の靴下

□タオル

□寝袋や毛布

□下着（家族分）

その他

□ロープ

□ドアを開けられる物（バール）

□ヘルメット・帽子

□底の厚い靴

□雨具

□現金（小銭も必要）

□預金通帳

□印鑑

ないと困るもの

□眼鏡、入れ歯、補聴器

□持病の薬

□粉ミルク、ほ乳瓶、おむつ類

備蓄の目安

□食料、飲料水とも最低３日分

□飲料水は１人あたり３リットル

　必要です

備蓄のコツ

　循環させましょう（日常的に使

　い、使いきった分を補充しまし

しょう）

昭和５６年の洪水では、富良野市でも家屋や田畑の浸水被害が発生しました。（浸水戸数１６００戸）石狩川においても堤防

の決壊などの甚大な被害に見舞われ、上流の空知川においても外水氾濫が発生し、家屋や田畑の浸水等が発生したほか、

合流点付近などで内水氾濫が発生しました。出典：水害（監修　北海道開発局）

市販されている防災グッズ

災害時情報連絡用ラジオ
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緊
急
時
に
は
ラ
ジ
オ
ふ

ら
の
７
７．
１
Ｍ
Ｈ
ｚ
で

情
報
が
流
れ
ま
す

　

台
風
や
地
震
な
ど
で
避
難
が
必

要
と
認
め
ら
れ
た
時
に
は
、
広
報

車
な
ど
で
避
難
場
所
を
お
知
ら
せ

す
る
た
め
地
域
を
巡
回
し
ま
す
。

し
か
し
、
激
し
い
雨
の
音
な
ど
で

広
報
車
の
音
が
届
か
な
い
状
況
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
道
路

の
状
態
に
よ
っ
て
は
広
報
車
が
い

け
な
い
状
況
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

緊
急
時
に
お
け
る
迅
速
な
情
報

伝
達
手
段
と
し
て
、
ラ
ジ
オ
が
あ

り
ま
す
。
市
と
ラ
ジ
オ
ふ
ら
の
で

は
防
災
協
定
を
結
び
、
災
害
時
に

は
災
害
情
報
を
流
し
ま
す
。
避
難

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
な
い
た
め

に
も
ラ
ジ
オ
ふ
ら
の
の
放
送
に
は
、

常
に
耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

安
否
は
１
７
１
災
害
用

伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
が
利
用

で
き
ま
す

　

大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
と
、

被
災
地
の
家
族
な
ど
の
安
否
を
確

認
す
る
た
め
、
電
話
が
つ
な
が
り

に
く
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、

被
災
地
と
他
の
地
域
の
人
と
の
間

で
「
声
の
伝
言
板
」
の
役
割
を
果

た
す
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の

サ
ー
ビ
ス
」
が
あ
り
ま
す
。

伝
言
の
録
音
・
再
生
方
法

　
「
１
７
１
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
利

用
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
、
伝
言

の
録
音
・
再
生
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

北
海
道
防
災
対
策
支
援

シ
ス
テ
ム
の
活
用
も

　

北
海
道
で
は
「
気
象
警
報
」「
地

震
情
報
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
災
害
情

報
の
収
集
手
段
と
し
て
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
事
前
に
携
帯
電

話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す

る
こ
と
で
、
メ
ー
ル
災
害
情
報
を

配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
a
u
、
D
o
C
o
M
o
、
s
o

f
t
B
a
n
k
の
公
式
メ
ニ
ュ
ー

か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

架
北
海
道
総
務
部
危
機
対
策
局
防

災
消
防
課

拶
０
１
１
‐
２
３
１
‐
２
４
１
１

内
線
２
２
‐
５
６
４　

緊
急
地
震
速
報

平
成　

年　

月
１
日
ス
タ
ー
ト

１９

１０

　
「
緊
急
地
震
速
報
」
と
は
、
地
震

の
発
生
及
び
そ
の
規
模
を
素
早
く

知
り
地
震
に
よ
る
強
い
揺
れ
（
震

度
４
以
上
）
が
始
ま
る
数
秒
か
ら

数
十
秒
前
に
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
強

い
揺
れ
が
来
る
こ
と
を
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
を
め
ざ
す
新
し
い
情
報

で
す
。
た
だ
し
、
震
源
に
近
い
地

域
で
は
「
緊
急
地
震
速
報
」
が
強

い
揺
れ
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
た
と

き
は

　

緊
急
地
震
速
報
は
、
情
報
を
見

聞
き
し
て
か
ら
地
震
の
強
い
揺
れ

が
来
る
ま
で
の
時
間
が
数
秒
か
ら

数
十
秒
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

短
い
間
に
身
を
守
る
た
め
の
行
動

を
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
た

と
き
の
行
動
は
「
周
囲
の
状
況
に

応
じ
て
、
あ
わ
て
ず
に
、
ま
ず
身

の
安
全
を
確
保
す
る
」
こ
と
が
基

本
で
す
。

○
頭
を
保
護
し
、
丈
夫
な
机
の
下

な
ど
に
隠
れ
て
く
だ
さ
い
。

○
あ
わ
て
て
外
へ
飛
び
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い

○
そ
の
場
で
火
を
消
せ
る
場
合
は

火
の
始
末
、
火
元
か
ら
離
れ
て
い

る
場
合
は
無
理
し
て
消
火
し
な
い
。

○
扉
を
開
け
て
避
難
路
を
確
保

架
旭
川
気
象
台
防
災
業
務
課

拶
０
１
６
６
‐
３
２
‐
７
１
０
２

防
災
本
部
の
設
置

　

市
地
域
内
で
災
害
が
発
生
し
、

ま
た
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
き
市
災
害
対
策
本
部
（
市
職
員

で
構
成
）
を
設
置
し
ま
す
。

　

市
役
所
内
の
各
係
ご
と
に
役
割

分
担
さ
れ
、
各
公
用
車
に
防
災
無

線
を
設
置
し
、
市
内
の
河
川
の
氾

濫
・
堤
防
の
決
壊
・
渓
流
の
土
石

流
・
急
斜
面
の
地
す
べ
り
や
が
け

崩
れ
の
あ
る
と
こ
ろ
を
警
戒
区
域

に
設
定
し
、
災
害
の
予
防
に
努
め

ラジオふらの代表取締役丸山一敏さん

「近年全国各地で災害が発生し、災害時の

コミュニティＦＭ局の活躍は目覚ましい

ものがあります。しかし、災害があった

時では遅く、いかに防ぐか？まさに「防

災」災いを防ぐために地域社会と協働し

ていきたいと思います」

防災特集 防災特集 
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て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
警
察
署
や
自
衛
隊
、
消

防
署
な
ど
関
係
機
関
に
協
力
要
請

を
行
い
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
や
労

力
・
資
材
の
提
供
な
ど
の
応
急
活

動
を
行
う
体
制
作
り
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
自
主
防
災
組
織

は
行
政
や
防
災
機
関
に
と
っ
て
心

強
い
重
要
な
存
在
に
な
っ
て
き
ま

す
。

　

防
災
本
部
を
市
役
所
内
に
設
置

し
ま
す
が
、
大
規
模
災
害
で
使
用

不
能
に
な
っ
た
と
き
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
内
に
設
置
し
ま
す

地
域
で
災
害
に
備
え
る

自
主
防
災
組
織
が
被
害
を
軽
減
す

る
　

地
震
や
洪
水
な
ど
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ

た
め
防
災
関
係
機
関
は
総
力
を
あ

げ
て
防
災
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

し
か
し
、
大
規
模
災
害
は
被
害
が

広
範
囲
に
及
ぶ
と
、
火
災
や
道
路

の
寸
断
な
ど
で
、
防
災
関
係
機
関

だ
け
の
活
動
で
は
、
被
災
地
域
に

対
し
て
十
分
な
対
処
が
で
き
な
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
各
家
庭
が

バ
ラ
バ
ラ
に
行
動
し
て
い
て
は
、

混
乱
は
い
っ
そ
う
ひ
ど
く
な
り
ま

す
。
地
域
の
人
た
ち
が
協
力
し
、

助
け
合
っ
て
こ
そ
被
害
の
軽
減
に

結
び
つ
き
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
の
人

２月２４日開催のまちづくり講演会

では「防災とラジオ」をテーマにパ

ネルディスカッションが行われた

災害に備えて、東麻町第２町内会で

行われた「自主防災」について学ぶ

出前講座

富良野市の職員も参加して行われ

た石狩川中流・空知川危機管理演習

（７月３日、滝川市）

避難対象地区避　　難　　所

新富町、桂木町、西町、
北斗町、朝日町、花園町、
島の下、清水山、東学田
二区・西学田二区

島の下会館
ぶどう果汁工場
富良野緑峰高等学校
スポーツセンター
富良野西中学校

末広町、日の出町、栄町、
幸町、弥生町、若松町、
本町、北の峰町、学田三
区

富良野小学校
文化会館
富良野看護専門学校
富良野高等学校

緑町、扇町、南町、若葉
町、扇山

扇山小学校

麻町、新光町、瑞穂町、
東町、春日町、住吉町、
錦町、大沼

富良野東中学校
東小学校
ふれあいセンター

北の峰町、御料北の峰コミュニティセンター
鳥沼鳥沼小学校

扇山
富良野自動車学校
扇山地区公民館

布部、五区、御料
布部会館
布部小中学校
御園会館

　災害による家屋の倒壊、焼失などで住居を失ったとき、
またはそのおそれのあるときに一時的に避難したり、長期
間収容するために避難所を指定しています。災害の状況に
より、安全と思われるところに避難してください。

避難所一覧
避難対象地区避　　難　　所

山部

山部第一小学校
山部小学校
山部中学校
山部南陽地区コミュニティ
センター
生涯学習センター

東山
東山支所
樹海中学校

西達布
西達布おもと会館
三の山会館

老節布、平沢
樹海小学校
平沢集落センター

麓郷
麓郷集落センター
麓郷小学校
麓郷中学校

布礼別、富丘、八幡丘
布礼別小中学校
西富丘農事組合会館
八幡丘会館

市街地火災などから一時的に避難するため、避難地として
公園などを指定しています。

所　　在　　地名　　　　称
朝日町1ふらの農協駐車場
緑町13みどり公園
錦町12錦町公園
下御料朝日ヶ丘総合公園駐車場
中五区チーズ工場前庭
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た
ち
が
自
分
た
ち
の
町
を
守
る
た

め
、
防
災
活
動
を
効
果
的
に
行
う

た
め
の
組
織
で
す
。
自
主
防
災
組

織
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し

た
際
、
地
域
住
民
が
的
確
に
行
動

し
被
害
を
最
小
限
に
止
め
る
た
め
、

日
ご
ろ
か
ら
地
域
内
の
安
全
点
検

や
住
民
へ
の
防
災
地
域
の
普
及
・

啓
発
、
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
地

域
被
害
に
対
す
る
備
え
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
実
際
に
地
震
が
発
生

し
た
と
き
に
は
、
初
期
消
火
活
動
、

被
災
者
の
救
出
・
救
助
、
情
報
の

収
集
や
避
難
所
の
運
営
と
い
っ
た

活
動
を
行
う
な
ど
非
常
に
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
活
動

平
常
時
の
活
動

　

地
域
内
の
安
全
点
検
・
防
災
知

識
の
普
及
と
啓
発
・
防
災
訓
練
の

実
施

災
害
時
の
活
動

　

初
期
消
火
・
救
出
救
護
・
情
報

の
収
集
と
伝
達
・
避
難
誘
導
・
給

食
救
援
物
資
の
配
布

家
族
で
災
害
に
備
え
る

家
族
で
防
災
会
議　
　
　
　
　
　

　

地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
を
避

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
わ

た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
普
段
か

ら
災
害
に
備
え
て
お
く
こ
と
で
、

そ
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

防災特集 防災特集 

昨年９月２７日に西地区コミュニ

ティセンターで行われた防災訓練

避難対象地域避　難　所（洪水）
朝日町、本町、若松町、日
の出町、幸町、新富町

富良野東中学校

末広町、弥生町、若葉町、
緑町、扇町

扇山小学校

栄町ふれあいセンター
桂木町、西町、花園町、北
斗町、東学田二区、西学田
二区、清水山

東小学校

学田三区
北の峰コミュニティセ
ンター

上五区御園会館
中五区、下五区育良会館
布部１布部会館
北扇山３、南扇山１、南扇
山２

扇山地区公民館

東鳥沼全区、西鳥沼２富良野自動車学校
山部市街地、桜丘、中央、
共進

山部小学校

北星山部第一小学校

南陽
山部南陽地区コミュニ
ティセンター

おもとおもと会館
つつじ三の山会館
共栄東山支所
光陽樹海中学校

空知川の洪水時の避難場所（空知川洪水ハザード
マップより）

避難所（空知川の洪水時）
　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
家
族

全
員
が
一
緒
に
い
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
家
庭
で
の
災
害
時
の
決
ま

り
ご
と
を
家
族
で
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

【
家
族
の
役
割
分
担
】

・
日
常
の
防
災
に
対
す
る
備
え
の

　

役
割
と
、
災
害
発
生
時
の
役
割

　

の
両
方
を
決
め
る 
。

・
乳
幼
児
や
高
齢
者
な
ど
災
害
時

　

要
援
護
者
が
い
る
場
合
は
、
誰

　

が
援
護
す
る
の
か
も
決
め
る
。

【
家
の
内
外
の
危
険
個
所
を
確
認
】

・
家
屋
の
危
険
個
所
を
確
認
し
必

　

要
な
修
理
や
補
強
に
つ
い
て
話

　

し
合
う
。

・
家
の
中
に
安
全
な
空
間
を
確
保

　

す
る
。

【
連
絡
方
法
や
避
難
場
所
の
確
認
】

・
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た

　

と
き
の
連
絡
方
法
や
避
難
場
所

　

を
確
認
す
る
。

・
避
難
コ
ー
ス
は
複
数
確
認
す
る 

災
害
時
要
援
護
者（
災
害

弱
者
）
を
守
る

　

災
害
時
要
援
護
者
と
は
、
災
害

が
起
き
た
場
合
に
、
自
分
で
非
難

す
る
こ
と
が
困
難
な
人
の
こ
と
で
、

乳
幼
児
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

外
国
人
な
ど
の
人
の
こ
と
で
す
。

　

災
害
時
要
援
護
者
は
行
動
面
や

情
報
面
で
の
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
た

め
、
被
害
を
受
け
る
場
合
が
多
く

な
り
ま
す
。

必
要
と
さ
れ
る
対
策

・
災
害
時
要
援
護
者
の
把
握

・
緊
急
連
絡
体
制
の
確
立

・
避
難
体
制
の
確
立

平
成　

年
度
防
災
訓
練

１９

　

自
衛
隊
上
富
良
野
駐
屯
地
の
協

力
を
得
な
が
ら
地
域
住
民
と
市
並

び
に
関
係
行
政
機
関
が
連
携
し
、

洪
水
被
害
の
危
機
管
理
体
制
を
確

立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
ま
す
。

と　

き　

９
月　

日
牙

２７

　
　
　
　

午
前　

時
→
正
午

１０

と
こ
ろ　

文
化
会
館
大
会
議
室

対
象
地
域　

末
広
町
・
弥
生
町

想
定
状
況　

大
雨
に
よ
る
空
知
川

の
増
水
避
難
勧
告

架
総
務
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
０
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中
野
　
あ
す
か
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
～
北
の
峰
町
～

 市
民
劇
団
へ
そ
家
族
で
楽
し
く
お
芝
居

で
き
な
か
っ
た
り
本
当
に
悩
み
ま
し
た
」

と
話
す
中
野
あ
す
か
さ
ん
。

　

岡
山
県
出
身
の
中
野
さ
ん
は
、
北
海
道

好
き
の
ご
主
人
英
二
さ
ん
の
影
響
で
平
成

　

年
に
富
良
野
に
移

１１り
住
み
ま
し
た
。
ご

主
人
と
１
男
１
女
の

４
人
暮
ら
し
。

　

高
校
時
代
か
ら
演

劇
部
に
所
属
し
、
将

来
は
演
劇
関
係
の
仕

事
も
考
え
た
こ
と
が

あ
る
ほ
ど
の
演
劇
好

で
、
脚
本
づ
く
り
に

も
意
欲
的
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

中
野
さ
ん
が
所
属

す
る
市
民
劇
団
へ
そ

家
族
は
、
市
内
の
演

劇
好
き
が
集
ま
っ
た
、

業
種
も
年
齢
も
多
種

多
様
の
市
民
の
劇
団
。

　

へ
そ
家
族
の
原
正

明
座
長
は
「
中
野
さ

ん
は
演
出
も
脚
本
も

こ
な
し
、
持
ち
前
の
行
動
力
で
み
ん
な

を
引
っ
張
っ
て
い
く
お
ね
え
さ
ん
的
な

存
在
で
す
」
と
中
野
さ
ん
の
表
現
力
の

高
さ
と
行
動
力
を
評
価
し
ま
す
。

　

春
に
公
演
し
た「
で
き
な
い
･
･
･
」

は
中
野
さ
ん
の
脚
本
に
よ
る
も
の
。
中

野
さ
ん
は
脚
本
を
書
く
に
あ
た
っ
て
演

劇
工
場
長
の
太
田
竜
介
さ
ん
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
最
初

は
泣
き
た
く
な
る
く
ら
い
大
変
で
し
た
。

今
回
の
脚
本
も
工
場
長
が
い
る
か
ら
安

心
し
て
書
け
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
舞

台
練
習
を
し
な
が
ら
み
ん
な
で
変
更
し

て
い
き
ま
す
」
と
遠
慮
が
ち
に
語
る
中

野
さ
ん
。

　

市
民
劇
団
へ
そ
家
族
を
通
じ
て
活
動

し
て
い
る
中
野
さ
ん
は
「
日
頃
か
ら
市

内
の
中
学
生
、
高
校
生
に
も
っ
と
生
の

演
劇
を
見
て
感
動
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
す
。

　

ま
た
、
演
劇
の
持
つ
教
育
力
に
つ
い

て
も
大
切
だ
と
考
え
、「
お
芝
居
を
通
じ

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高
め

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
演
劇
を
教
育
と

し
て
利
用
で
き
る
と
思
い
ま
す
」
と
語

り
ま
す
。

　
「
日
常
的
に
お
芝
居
の
見
え
る
と
こ

ろ
で
子
ど
も
を
育
て
る
の
が
夢
で
し
た
。

子
ど
も
の
世
代
に
は
日
常
的
に
お
芝
居

が
入
り
込
ん
で
ほ
し
い
で
す
。」と
話
す

中
野
あ
す
か
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
市
民

劇
団
へ
そ
家
族
で
の
ご
活
躍
を
期
待
し

ま
す
。

富良野に移る
④

人
　
「
最
初
は
み
ん
な
で
楽
し
く
芝
居
が

で
き
る
と
思
っ
て
、
市
民
劇
団
へ
そ
家

族
に
参
加
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
い

ざ
芝
居
を
始
め
る
と
、
思
っ
た
演
技
が

財
政
健
全
化
に
向
け
て

財
政
健
全
化
に
向
け
て
のの

ワ
ン
ポ
イ
ン

ワ
ン
ポ
イ
ン
トト
（
そ
の
３
）

（
そ
の
３
）

地
方
交
付
税
の
削
減
で
懸
念
さ
れ
る
財
源
不
足
の
拡
大

　

地
方
交
付
税
は
、
地
方
公
共
団
体
間
の
財
源
の
不
均
衡

調
整
と
、
ど
の
地
域
に
住
む
国
民
に
も
一
定
水
準
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
財
源
保
障
の
役
割
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
平
成　

年
度
の
普
通
交
付
税
及
び
臨

19

時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て
は
、
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
る
加
算
が
行
わ
れ
て
も
約　

億
６
千
万
円
規
模
、
前
年

46

度
対
比
で
は
1
億
６
千
万
円
も
の
減
額
と
な
る
見
込
み

で
す
。

　

昨
年
の
国
の
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る

基
本
方
針
2
0
0
6
」
で
は
、
地
方
歳
出
を
国
の
財
政
健

全
化
の
取
り
組
み
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
今
後
5
年
間
に
わ

た
る
人
件
費
や
地
方
単
独
事
業
の
削
減
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
本
市
の
地
方
交
付
税
で
は
、
同
方
針
に

よ
る
歳
出
削
減
で
概
ね
2
億
円
、
さ
ら
に
起
債
償
還
に
対

す
る
交
付
税
補
て
ん
分
の
減
額
を
加
味
す
る
と
、
平
成　
26

年
度
に
は
5
億
円
規
模
で
の
減
少
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
歳
出
で
は
、
借
入
金
の
償
還
で

あ
る
公
債
費
で
同　

年
度
に
は
4
億
円
を
超
え
る
減
少

26

が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
財
源
不
足
額
は
平
成　

年
度
の
、

19

5
億
5
千
万
円
（
臨
時
的
人
件
費
削
減
と
財
政
調
整
基
金

等
の
補
て
ん
対
応
）
か
ら
更
に
悪
化
し
、
6
億
円
を
超
え

る
財
源
不
足
が
生
ず
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、こ
れ
ま
で
も
行
政
改
革
推
進
計
画
を
基
本
に
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
最
小
限
に
抑
え
る
べ
く
内
部

経
費
の
節
減
を
中
心
に
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
財
政
健
全

化
計
画
で
は
、
さ
ら
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
や
、

市
民
負
担
の
拡
大
を
実
施
し
な
け
れ
ば
対
応
で
き
な
い

状
況
に
あ
り
、
健
全
財
政
の
確
立
に
向
け
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

鰹問
 

財
政
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
６
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 地域活動レポート⑧

若
葉
町
連
合
会

　

若
葉
町
連
合
会
（
長
部
功
一
会

長
）
で
は
、
地
域
住
民
の
健
康
増

進
と
親
睦
の
た
め
「
歩
こ
う
会
」

を
7
月
と　

月
の
年
2
回
開
催
し

10

て
い
ま
す
。

　

足
が
丈
夫
な
人
は
堤
防
を
通
っ

て
五
条
大
橋
ま
で
を
往
復
す
る

コ
ー
ス
と
、
足
が
弱
い
人
は
公
園

周
辺
を
ゆ
っ
く
り
歩
く
コ
ー
ス
の

2
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
部
会
長
は
「
各
町
内
会
で
も

歩
こ
う
会
は
や
っ
て
い
ま
す
が
、

年
2
回
、
連
合
会
で
や
る
こ
と
で

町
内
会
を
超
え
た
結
び
つ
き
を
強

く
し
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

歩
こ
う
会
の
参
加
者
は
若
葉
会

館
に
集
ま
り
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て

身
体
を
暖
め
て
か
ら
出
発
し
ま
す
。

連
合
会
で
用
意
し
た
ス
ト
ッ
ク
を

使
い
な
が
ら
堤
防
を
歩
き
、
１
時

間
半
か
け
て
五
条
大
橋
ま
で
往
復

し
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
松
井
邦
夫
さ
ん
（　
70

歳
）・
江
美
子
さ
ん
（　

歳
）
夫
妻

68

は
「
天
気
の
い
い
日
に
夫
婦
で
堤

防
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
い

て
い
ま
す
」
と
ス
ト
ッ
ク
を
つ
き

な
が
ら
夫
婦
で
堤
防
を
歩
い
て
い

ま
し
た
。

　
「
高
齢
に
な
る
と
自
分
で
歩
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
家
で
じ
っ
と

し
て
い
る
と
足
腰
が
弱
く
な
る
の

で
、
外
に
出
て
歩
く
こ
と
で
健
康

づ
く
り
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
」
と
長
部
会
長
は
歩
こ
う
会
が

高
齢
者
の
外
出
の
機
会
づ
く
り
に

な
っ
て
い
る
と
語
り
ま
す
。

　

会
館
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
は
若

地
域
の
健
康
づ
く
り
の
取
り

組
み
で
、
み
ん
な
元
気
に

葉
会
館
で
お
茶
会
を
開
き
、
持
ち

寄
っ
た
お
菓
子
や
お
に
ぎ
り
を
食

べ
な
が
ら
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
の

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
す
。

　

長
部
会
長
は
「
平
成
7
年
か
ら

歩
こ
う
会
を
続
け
、
た
だ
歩
く
だ

け
で
す
が
、
み
ん
な
か
ら
は
堤
防

を
歩
く
の
も
お
茶
会
で
の
お
し
ゃ

べ
り
も
楽
し
い
と
好
評
で
す
。」と

語
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
歩
く
こ
と

を
目
的
に
し
た
歩
こ
う
会
は
、
連

合
会
で
取
り
組
む
こ
と
で
町
内
会

を
超
え
た
住
民
の
交
流
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

外にでて健康

のためみんな

で歩く

歩こう会に参加した若葉町のみなさん

空知川堤防沿いを歩き
ます。

連合会・町内会の話題をお知らせください。
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若
松
町
連
合
会
・
本
町
連

合
会

　

若
松
町
連
合
会（
堀
川
満
会
長
）

と
本
町
連
合
会
（
理
寛
寺
睦
夫
会

長
）
で
は
、
夏
休
み
に
あ
わ
せ
て
、

二
つ
の
連
合
会
が
合
同
で
ラ
ジ
オ

体
操
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

両
連
合
会
は
子
ど
も
が
少
な
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
の

中
止
を
考
え
た
地
域
で
す
。

　

堀
川
会
長
は
「
富
良
野
小
学
校

の
改
築
の
年
グ
ラ
ン
ド
が
使
え
な

い
の
で
、
会
場
を
図
書
館
の
庭
に

移
し
ま
し
た
。
芝
の
上
で
体
操
す

る
の
が
気
持
ち
い
い
と
孫
を
連
れ

て
き
た
高
齢
者
に
人
気
に
な
り
、

大
人
も
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
話
し
ま
す
。

　

一
方
、
本
町
連
合
会
は
ラ
ジ
オ

体
操
を
中
止
し
て
い
た
地
域
で
す
。

理
寛
寺
会
長
は
、「
隣
町
の
若
松
連

合
会
が
体
操
を
図
書
館
で
行
う
こ

と
に
し
た
と
聞
い
た
の
で
両
連
合

会
の
合
同
開
催
を
持
ち
か
け
た
と

こ
ろ
、
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
大
人
ば
か
り
の
参
加
で
す

が
、
い
っ
し
ょ
に
行
う
こ
と
で
、

気
持
ち
い
い
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
ち
の
中
で
「
ラ
ジ
オ
体
操
の

お
じ
さ
ん
だ
」
と
子
ど
も
た
ち
か

ら
声
を
か
け
ら
れ
る
堀
川
会
長
は
、

「
毎
回　

人
か
ら　

人
集
ま
り
ま

５０

６０

す
が
、
子
ど
も
の
夏
休
み
行
事
と

し
て
始
め
た
体
操
が
、
今
で
は

す
っ
か
り
大
人
の
た
め
の
体
操
に

な
り
、
高
齢
者
の
参
加
者
が
多
く

な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
」
と

語
り
ま
す
。

東
部
第
１
町
内
連
合
会

　

東
部
第
１
町
内
連
合
会
（
稲
田

寛
会
長
）
で
は
住
民
の
健
康
増
進

の
た
め
、
市
の
セ
ッ
ト
健
診
を
受

診
す
る
よ
う
呼
び
か
け
受
診
率
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

稲
田
会
長
は
「
健
診
の
呼
び
か

け
は
各
町
内
会
に
い
る
健
康
づ
く

り
推
進
員
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま

す
。
推
進
員
が
一
軒
ご
と
に
家
を

回
っ
て
健
診
の
申
込
み
を
取
り
ま

と
め
て
い
る
の
で
、
セ
ッ
ト
健
診

の
受
診
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
員
の
活
動
は

セ
ッ
ト
献
身
の
呼
び
か
け
の
ほ
か
、

健
診
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
健
康

づ
く
り
講
習
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
健
診
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、
2
5
1
名
か
ら
回
答
を
集

め
、
セ
ッ
ト
健
診
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
と
答
え
た
の
は　

歳
代
か

５０

ら　

歳
代
を
中
心
に
1
1
7
名
に

70
の
ぼ
り
ま
し
た
。
集
計
や
分
析
を

さ
れ
た
健
診
ア
ン
ケ
ー
ト
は
市
保

地域コミュニティ３２

健
課
に
渡
さ
れ
、

市
の
保
健
行
政

の
参
考
資
料
と

し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

市
の
保
健
師

は
「
東
部
第
１
町

内
連
合
会
は
昭

和　

年
度
よ
り

61
健
康
づ
く
り
推

進
地
区
と
し
て

健
診
受
診
を
地

若松、本町の連

合会が合同でラ

ジオ体操を行っ

ています

図書館の庭で子どもも
大人も連合会も一緒に
ラジオ体操

高い検診受診率は

健康づくり推進員

が支えています

セット検診の打ち合わせをする
「健康づくり推進員」のみなさん

域
で
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

他
の
地
域
よ
り
健
診
の
必
要
性
を

理
解
し
て
い
る
人
が
多
い
地
域
な

の
で
健
診
受
診
率
も
高
く
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
精
密
検

査
や
再
検
査
が
必
要
と
さ
れ
た　
９３

名
の
う
ち
再
検
査
を
受
け
た
人
は

　

名
だ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
稲
田

５２会
長
は
「
こ
れ
か
ら
は
セ
ッ
ト
健

診
を
受
け
る
呼
び
か
け
だ
け
で
は

な
く
、
健
診
を
受
け
た
後
の
再
検

査
が
必
要
だ
っ
た
人
に
は
、
再
検

査
や
精
密
検
査
を
受
け
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」
と
健

診
後
の
再
検
査
の
必
要
性
に
つ
い

て
話
し
ま
す
。

　

東
部
第
一
町
内
連
合
会
の
健
診

受
診
率
の
高
さ
や
健
診
に
対
す
る

意
識
の
高
さ
は
、
健
康
づ
く
り
推

進
員
を
中
心
に
し
た
地
域
活
動
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「検診の受診率の高さは「健康づくり推進
員」の努力の成果です」と話す稲田会長
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市
で
は
ご
み
の
減
量
対
策
の
一

つ
と
し
て　

月
（
開
催
日
未
定
）

１０

に
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
廃
棄

物
か
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
や
環
境
保
全
の
た

め
に
は
、
ま
ず
、
無
駄
の
な
い
生

活
が
大
切
で
す
。

　

ご
み
と
し
て
出
さ
れ
る
な
か
に

は
ま
だ
ま
だ
再
利
用
（
再
販
）
が

可
能
な
も
の
が
多
数
含
ま
れ
て
い

(
)

ま
す
。
物
を
大
切
に 
長
く 
使
っ

た
り
、
無
駄
な
も
の
は
買
い
控
え

る
こ
と
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
衣
料
品
や
粗

大
ご
み
か
ら
の
廃
棄
物
を
販
売
す

る
予
定
で
す
。
現
在
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
向
け
廃
棄
物
を
回
収
し
て
い

ま
す
が
、
粗
大
ご
み
に
つ
い
て
は

今
ま
で
ど
お
り
窓
口
で
申
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。
再
利
用（
再
販
）

を
希
望
し
な
い
方
は
処
理
券
購
入

の
際
に
窓
口
に
て
申
し
出
て
い
た

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
向
け
衣
料
品
の

回
収
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

衣
料
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
直

接
再
販
の
ほ
か
、
ウ
ェ
ス
や
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
素
材
と
し
て
活
用
し
ま

す
。

　

衣
料
品
に
つ
い
て
は
今
ま
で
ど

お
り
固
形
燃
料
ご
み
と
し
て
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
排
出
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

内
で
摘
出
し
再
利
用
（
再
販
）
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。再
利
用（
再

販
）
を
希
望
し
な
い
方
は
衣
料
品

に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
て
排
出
し
て
く

だ
さ
い
（
細
か
く
切
り
刻
む
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

そ
の
ほ
か
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
に
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

申
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
回
収
に
伺

い
ま
す
。
衣
料
品
で
あ
れ
ば
仕
分

け
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
回

収
曜
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で

不
在
の
方
は
玄
関
前
な
ど
に
出
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
回
収
い
た
し
ま

す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
で
の

問
合
せ
　

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
（
山
部
西
　
線
　
番
地
）

２０

２１

　
　
　
　
拶
４
２
‐
２
１
０
２

電
子
メ
ー
ル

ris
a
ik
u
ru
-c
@
c
ity
.fu
ra
n

　
   
 
  
 
  
  
 
 
   
   
  
 o

 

.h
o
k
k
a
id
o
.j

　
  
 
 
 
 
  
 
  

p

 

粗
大
ご
み
を
回
収
し
て
再
利
用
し
ま
す
。

　
今
ま
で
同
様
、
環
境
生
活
課
窓
口
で
申
し
込
み
を

だ
き
、
処
理
券
に
マ
ジ
ッ
ク
な
ど

×で 

の
し
る
し
を
付
け
て
排
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
個
人
で

収
益
を
求
め
る
方
は
民
間
の
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
内
容
が

決
ま
り
ま
し
た
ら
、
広
報
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

衣
料
品
を
ウ
ェ
ス
や
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
素
材
と
し
て
活
用

　
直
接
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
込
み
、
ま
た
回
収
も
し
ま
す

摘
出
は
大
変
手
間
が
か
か
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
申
込
み
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

注
意
点

　

ふ
と
ん
や
じ
ゅ
う
た
ん
な
ど
粗

大
ご
み
の
回
収
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
個
人
が
特
定
で
き
る
よ
う

な
品
は
再
利
用
（
再
販
）
い
た
し

ま
せ
ん
。
衣
料
品
の
回
収
は
本
年

度
は　

月
ま
で
の
予
定
で
す
。

１０

学
校
用
「
机
・
椅
子
」
の
再
利
用
に
つ
い
て

　
市
内
小
学
校
で
使
っ
て
い
た

児
童
用
「
机
・
椅
子
」
を
無
償

提
供
し
ま
す
。
ご
自
分
で
解
体

し
机
の
天
板
だ
け
を
持
ち
帰
っ

て
も
結
構
で
す
。

受
　
付
　

　
　
８
月
１
日
か
ら
随
時
　

と
こ
ろ

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
　

数
　
量
　
先
着
１
０
０
組

 ごみを減らす取り組みに向けて
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パブリックコメント手続
（共通事項）
意見を提出できる方
虚市内に住んでいる方許市内で
働いている方距市内で学んでい
る方鋸市内に事業所がある法人
や団体
提出方法
虚封書・ファックス・電子メール
など書面（様式自由）や録音テー
プでお寄せください。
許担当課窓口に直接提出（公表場
所に設置している意見箱にも）
距意見を提出するときは、住所・
氏名などを記入してください。氏
名などは公表しませんが、記入が
ない意見には回答できない場合
もあります。
原案の公表場所
●行政情報コーナー（市役所１
階）
●山部・東山支所窓口●担当課
●市ホームページ

（市民の意見募集）
富良野市立養護老人ホーム

設置条例の一部改正（素案）
意見募集期間　
平成１９年８月１日我→８月２０日俄
改正の理由　
　市では、地方自治法の改正によ
り導入された「指定管理者制度」
を、市の施設に導入するにあたり、
平成17年9月に「公の施設管理運
営方針」を作成し計画的に進めて
います。この方針にもとづき、平
成20年4月1日から「養護老人ホー
ム富良野市寿光園」に同制度を導
入しようとするものです。（条例
一部改正）
改正の概要
指定管理者制度の導入
移行時期　平成２０年４月１日（予定）
選定方法　公募により効果的・効
　　　　　率的なサービス提供
　　　　　の提案を受け選定
今後のスケジュール
平成１９年９月　パブリックコメ
ントの結果公表予定
平成１９年９月　議会提案・審議
問合せ/意見提出先
養護老人ホーム富良野市寿光園
〒０７9‐1582　

富良野市山部2632番1　
志42‐2729　思42‐3663
電子メール　
 jyukohen-k@city.furano.hokkaido.jｐ

（審議会等委員の公募）
富良野市公設地方卸売市場

審議会
委員の任務　
市場の公正・円滑な運営を図るた
めの審議
募集人員　１名
応募資格　市内在住で、年２回程
度の会議に参加が可能な方。
任　　期　委嘱の日から２年間
申込期限　８月３１日画
申込方法　所定の申込書に必要
事項と応募の動機を記入して、直
接または封書、ファックス、電子
メールで提出。
※申込書は、市ホームページまた
は、商工観光課で配布。
問合せ/申込先
商工観光課
〒076‐8555　弥生町１番１号
志39‐23１２　思２３‐2123
電子メール　
 kankou@city.furano.hokkaido.jｐ

市民参加手続の
ページ

概要のみ掲載。全文は公表場所で
ご覧ください。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
掲
示
板
・

　
書
き
込
み
か
ら
子
ど
も
を
守
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
な
ど
を
利
用
し
た
新
し
い
い
じ
め
が
起
き
て
い
ま
す

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
に
悪
口
を
書
か
れ
た
り
、
個
人
が
自
己
紹
介
な
ど
の

ペ
ー
ジ
と
し
て
作
成
す
る
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
サ
イ
ト
、
ブ
ロ
グ
な
ど
に
お
子
さ
ん
の

情
報
が
勝
手
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
掲
示
番
や
サ
イ
ト
へ
の
書
き
込
み
は
、
携
帯
電
話
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
機
能
を
利
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
気
軽
に
思
い
の
ま
ま
書
き
込
ん

で
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
掲
示
板
な
ど
は
、
誰
も
が
自
由
に
閲
覧
で
き
る
も
の
で
、
悪
口
を
書
き

込
ま
れ
る
と
多
く
の
人
た
ち
の
目
に
触
れ
る
た
め
、
精
神
的
な
負
担
も
大
き
く
な

り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
書
き
込
み
が
犯
罪
に

　

お
子
さ
ん
が
掲
示
板
に
友
人
の
悪
口
を
書
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
安
易

な
気
持
ち
で
書
き
込
ん
だ
も
の
も
、
内
容
に
よ
っ
て
は
名
誉
毀
損
罪
、
侮
辱
罪
、

脅
迫
罪
な
ど
の
犯
罪
に
な
り
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
本
人
は
「
悪
口
を
書
き

込
ん
だ
だ
け
」
と
い
う
軽
い
認
識
で
も
、
警
察
に
検
挙
さ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
り

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
法
律
の
知
識
に
未
熟
な
お
子
さ
ん
を
犯
罪
の
加
害
者

と
さ
せ
な
い
よ
う
、
お
子
さ
ん
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
に
放
任
す
る
こ
と
な

く
、
保
護
者
の
方
々
も
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
て
い
た
だ
き
、
適
切
な
指
導
を

お
願
い
し
ま
す
。

掲
示
板
に
悪
口
な
ど
の
書
き
込
み
を
さ
れ
た
場
合
は
、
削
除
依
頼
を
。

そ
し
て
、
教
師
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

お
子
さ
ん
か
ら
相
談
を
受
け
る
な
ど
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
な
ど
に

悪
口
が
書
き
込
ま
れ
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
時
は
、、掲
示
板
管
理
者
な
ど
に
削
除

依
頼
を
し
ま
し
ょ
う
。
早
め
に
削
除
す
る
こ
と
で
多
く
の
方
か
ら
閲
覧
さ
れ
る
な

ど
と
い
う
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
知
人
や
学
校
の
友
人
な
ど
か
ら
の
書
き
込
み
が
多
い
場
合
に
は
、
先
生

に
相
談
す
る
と
と
も
に
悪
質
な
も
の
に
つ
い
て
は
警
察
に
相
談
す
る
こ
と
も
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　鰹問
 

教
育
相
談
電
話　

拶
３
９
‐
２
３
３
３

鰹問
教
育
委
員
会　
　

拶
３
９
‐
２
３
２
０
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東大演習林で自然森林を研修

京大学演習林で６月２９日、３０日

と「ボランティア・レンジャー

(森の案内人)」の自然観察研修会が開

かれ、全道から参加した２５名が樹木に

ついて専門的な研修を受けました。ボ

ランティア･レンジャー協議会の小

林英世研修部長は「東大演習林は北海

道の本当の自然森林と人工林の比較

ができる唯一のところです」と東大演

習林のよさを説明してくれました。

東

日ごろの練習の成果を発揮

康づくり、仲間づくりを目的と

したことぶき大学３校による合

同運動会が７月６日にスポーツセン

ターで行われ、富良野校・山部校・東

山校、合わせて１２０人が参加しました。

　満水競争・リズムダンス・玉入など

８種類の競技に熱戦が繰り広げられ、

参加者は悪戦苦闘しながらも、心地よ

い汗を流していました。成績は大混戦

のなか、富良野校Ａが優勝しました。

健

を
テ
ー
マ
に
７
月
　
日
に
中
央
保

１２

育
所
で
体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
園
児
の
保
護
者
で
も
あ
る
鎌

田
奈
美
子
さ
ん
（
下
五
区
）
の
協

力
を
得
て
、
こ
の
日
の
昼
食
の
カ

レ
ー
に
合
わ
せ
た
、
に
ん
じ
ん
・

た
ま
ね
ぎ
な
ど
野
菜
６
種
類
を
用

意
。
に
ん
じ
ん
は
ど
う
や
っ
て
育

つ
の
か
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
一
番
美
味

し
い
収
穫
時
期
な
ど
わ
か
り
や
す

く
解
説
。
ま
た
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に

入
っ
た
土
付
き
の
野
菜
を
直
接
収

穫
す
る
な
ど
園
児
た
ち
に
と
っ
て

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
は
、
同
所
と
麻
町
保
育
所
で
計

５
回
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
「
食
育
」
と
は
、
食
に
関
す
る
知

識
な
ど
を
楽
し
く
身
に
つ
け
る
た

め
の
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。
生

涯
を
と
お
し
て
健
康
で
い
る
た
め

に
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
大
変

重
要
な
こ
と
で
す
。
な
か
で
も
子

ど
も
た
ち
の
食
生
活
は
、
心
や
身

体
の
成
長
を
形
成
す
る
こ
と
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、

家
族
や
地
域
を
中
心
に
「
食
育
」

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
食
や
栄
養
に
関

す
る
正
し
い
知
識
「
食
育
」
の
推

進
に
向
け
て
、
国
や
自
治
体
の
取

り
組
み
を
定
め
た
法
律
「
食
育
基

本
法
」
が
昨
年
の
７
月
に
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
を
受
け
て
保
育
所
で

は
、
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
る
こ
と

に
興
味
を
持
ち
、
さ
ら
に
は
楽
し

く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
の
取
り
組
み

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
今
年
度
か

ら
毎
回
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
実
際

に
「
野
菜
に
触
っ
た
り
」「
調
理
を

し
た
り
」「
盛
り
付
け
を
行
う
」
な

ど
「
食
育
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
７
月
は
「
旬
の
野
菜
を
知
ろ
う
」

保
育
所
で
「
食
育
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

食
の
楽
し
さ
、
大
切
さ
が
わ
か

る
子
ど
も
に
な
る
た
め
に
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占冠村
８月４日・５日は

占冠村ふるさと祭り！

　占冠村最大のイベント、占冠村
ふるさと祭り！占冠村和牛のロー
ストビーフや、賞品付きの楽しい
ゲームなど内容も盛りだくさん！
また前夜祭では、景品が当たる大
抽選会や、頭上に上がる迫力満点
の花火は、一見の価値あり！ぜひ、
お越しください。

架観光協会　 拶39‐8010

中富良野町
町の地酒 純米酒「法螺吹」を

ご堪能ください。

　十勝岳連峰の麓で丹誠込めて育て
た、中富良野産クリーン米「ゆきひ
かり」から生まれた純米酒です。
　地酒として親しまれ、「芳醇な香り
と」と「すっきりとした味」が好評
です。
※町内および沿線で販売しています

架なかふらの酒造振興会

　　　　　　　 　拶４４‐2213　

南富良野町

道の駅「南ふらの」で
ひと休み

　国道３８号線沿いにカヌーの舳先
をイメージした外観の南ふらの物
産センター。館内には、地元産の
食材を使用したメニューを味わう
ことができるレストランや町の特
産品、お土産品などもあります。
また、幻の淡水魚イトウを始めア
メマス、ニジマスなどが水槽の中
に見ることができます。
　快適なドライブの休憩にぜひお
立ち寄りください。

架振興公社　 拶５２－２１００

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

陶芸サークル
　　「こねるべ」

作

「焼き立ての作品たち」

月２回、初心者からベ

テランの方まで、みん

なで 楽し くお皿や

カップなどを自由に

作っています。プロの

先生がやさしく教え

てくれます。みなさん

も一緒にいかがです

か？

通事故の防止や交通安全の広

報啓発運動の一環として、富良

野交通安全協会（交通安全指導部会）

では、市内４カ所（金満・北の峰・麓

郷・スポーツセンター）のパークゴル

フ場のポール（旗の下）に交通安全小

旗を取り付けました。藤原稔部会長は

「パークゴルフ場には車で来る高齢者

の方が多いので、交通安全に効果ある

のでは」と話してくれました。

交

交通事故防止の願いを込めて

会を明るくする運動のパレー

ドが７月６日に行われました。

今年は「防ごう犯罪と非行・助けよう

立ち直り」を統一標語に、２５団体、

１４１人が参加。緑峰高校吹奏楽の音楽

に合わせ、文化会館から五条通、相生

通、本通を行進し明るい社会を作るこ

とを広くアピール。この運動は、犯罪

や非行のない社会めざす全国的な運

動の一環で、今年で５７回目になります。

犯罪、非行の防止などをアピール

上富良野町

夏は焼肉、バーベキュー

「かみふらのポーク」

　『かみふらのポーク』は、恵まれ
た自然環境で養豚生産者が生産し
た厳選ブランド!飼育管理から食
品加工まで徹底した衛生管理のも
と、安全で安心できる豚肉です。
　町内の精肉店、焼肉店で取り
扱っていますので、ぜひご賞味く
ださい。
架産業振興課　拶45‐６９８３

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんのご応募をお待ちしています。

応募、問合先は･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

社
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 譲
り
ま
す
 

捌
綿
入
丹
前
捌
ベ
ビ
ー
ふ
と
ん
（
６
点

セ
ッ
ト
）
捌
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ト
捌
電
気

コ
タ
ツ
捌
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ト
捌
剣
道

着
（
小
学
生
）
捌
灯
油
タ
ン
ク
（
室
内

用
）
捌
電
話
機
捌
布
団
袋
捌
食
器
棚

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
工
業
用
ミ
シ
ン
捌
石
油
ス
ト
ー
ブ

（
煙
突
式
）
捌
ミ
シ
ン
捌
靴
箱
捌
ソ

フ
ァ
ー
捌
釣
道
具
一
式
捌
電
子
ピ
ア
ノ

捌
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
捌
左
利
き
用
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
一
式

消費者相談 Ｑ＆Ａ

昨年夏、海外の宝くじに“当たった”という手紙が
来ました。当選金を受取るのに２千円送るようにと

書いてあるので、８月頃から当初は返信封筒に現金を入
れて出していました。１回目を出してから毎日１０通くら
い来るようになり、今までに２５０万円ほど送金しました。
何億もの当選金があり、そのお金を受け取るため、弁護
士に相談した方が良いという文章も来たので、今回の当
選確認書を返送する前に弁護士に相談したく、紹介もし
てほしいのですが。

相談者は、ダイレクトメールの当選権利や報告書と
いう文面を、自分が当選したと思っているようです

が、実際は１～２千円の郵便為替が来た事があるのみで
した。支払いのため借入れはしていないとの事ですが、
弁護士会を希望したので紹介しました。今月は「海外宝
くじ」に関する相談が他にも来ていて、一斉に発送され
たと思われます。業者の連絡先も海外で、実際には電話
もつながらない事が多くトラブルの解決はほとんど不可
能なことです。「外国発行の宝くじを日本国内において購
入する事は法律で禁止されています」（刑法第１８７条）以
前海外宝くじの相談で来ていた文書にはクレジット番号
の記入を求めるものがありましたが、最近はクレジット
番号欄が無く、生年月日を記入させるものが多いようで
す。また、金銭を求めず記入した用紙の返送だけを求め
るものもあります。いずれにせよ、購入すること自体が
法律違反になります。ご注意下さい。

Ｑ

A

ごみＱ＆Ａ
固形燃料ごみ（黄色の袋）に新聞雑誌やダンボール、紙パック
を入れて出してもいいのですか？

分別に迷ったら、環境生活課(緯３９‐２３０８)へ

Ｑ寄付  ありがとうございます

固形燃料ごみには、入れないでください。分別搬出された新聞
雑誌やダンボール、紙パックは、再生処理業者に有価で売却さ

れ、再生紙の原料として有効に活用されています。分別区分に従い、
排出されるようお願いします。

Ａ

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

「宝くじ　当たった！」　　　　（７０代　女性）

金属性のキャップやスプレー缶は、空き缶と一緒に出してもい
いのですか？Ｑ
空き缶と一緒に出すことは、出来ません。金属類として透明袋
に入れて排出してください。金属性のキャップは、プラスチッ

ク製のパッキンが付いているため、選別作業が必要となります。ま
た、スプレー缶は、ガス抜きなどの作業があるため、空き缶と区分
が別になっています。どれも貴重な資源として活用されていますの
で今後とも分別にご協力をお願いします。

Ａ

消費相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター 
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
　月→金曜日 午前１０時→午後４時

※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

博物館へ

佐々木浩恵（住吉町）

考古資料（石斧）　　　１点
木彫品（ヒグマ）　　　３点

滝田和弘（東町）

ＬＰレコード　　 　　 ２０枚
ＥＰレコード　　　 　 １６枚

寿光園へ

さくらんぼ　３㎏川崎誠也（山部）

順不同・敬称略
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp） 

が
い
が
以
前
か
ら
あ
っ
て
変
化
が

な
い
の
に
、
あ
る
時
点
か
ら
耳
鳴

り
が
気
に
な
っ
て
く
る
場
合
で
す
。

耳
の
変
化
よ
り
、
高
血
圧
や
貧
血

の
よ
う
な
身
体
の
病
気
、
神
経
症

や
う
つ
病
の
よ
う
な
神
経
の
病
気
、

環
境
や
心
理
状
況
の
変
化
が
耳
鳴

り
に
関
与
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

病
気
の
場
合
に
は
そ
の
治
療
を

行
っ
て
い
く
事
が
重
要
で
す
。
た

だ
、
あ
ま
り
心
配
の
な
い
耳
鳴
り

で
悩
ん
で
い
る
方
は
、
耳
鳴
り
と

の
付
き
合
い
方
を
考
え
る
こ
と
も

必
要
か
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

自
分
の
子
ど
も
が
弾
い
て
い
る
ピ

ア
ノ
の
音
は
心
地
よ
い
と
感
じ
て

も
、
隣
の
家
で
聞
こ
え
る
ピ
ア
ノ

の
音
が
不
愉
快
に
感
じ
る
と
、
自

分
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず

に
イ
ラ
イ
ラ
が
募
る
、
と
い
う
よ

う
な
感
覚
は
わ
か
り
ま
す
か
。
耳

鳴
り
も
同
じ
で
不
快
に
思
っ
た
ら

際
限
な
く
不
愉
快
に
な
る
の
で
す
。

ま
た
音
の
な
い
世
界
に
行
く
と
ど

ん
な
人
も
耳
鳴
り
を
感
じ
夜
な
ど

に
耳
を
澄
ま
せ
ば
ど
ん
ど
ん
聞
こ

え
て
く
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
逆
に
、

貝
殻
を
耳
に
当
て
、
潮
騒
の
音
が

聞
こ
え
る
の
も
耳
鳴
り
の
ひ
と
つ

で
す
が
、
こ
れ
は
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

に
感
じ
ま
せ
ん
か
。
病
気
で
な
け

れ
ば
「
耳
鳴
り
と
仲
良
く
し
て
み

よ
う
と
発
想
を
変
え
て
み
て
は
」。

富良野医師会　理事　林　浩 ●耳鳴りの話① 

　
「
夏
で
も
な
い
の
に
ジ
ー
ジ
ー

と
せ
み
の
鳴
く
声
が
う
る
さ
い
と

思
っ
た
ら
、
耳
の
奥
で
音
が
し
て

い
た
」。こ
の
よ
う
な
経
験
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
典
型
的
な

耳
鳴
り
の
訴
え
で
す
が
、
外
界
で

音
が
し
て
い
な
い
の
に
耳
や
頭
の

中
で
何
か
が
鳴
っ
て
い
る
こ
と
を

耳
鳴
り
と
い
い
ま
す
。
耳
鳴
り
は

症
状
で
あ
っ
て
耳
鳴
り
と
い
う
病

気
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
全
然
気
に
な
ら
な
い
人
も
い

る
一
方
で
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
眠

ら
れ
な
い
方
も
大
勢
い
ま
す
。

　

耳
鳴
り
の
原
因
は
多
岐
に
わ
た

り
、
耳
（
外
耳
・
中
耳
・
内
耳
）

の
病
気
や
脳
の
病
気
で
起
こ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
心
理
的
な
要

素
が
強
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
た

だ
耳
鳴
り
を
起
こ
し
て
い
る
方
に

聴
力
検
査
を
行
う
と
、
そ
の　

％
９０

に
は
聴
力
の
障
が
い
を
認
め
ま
す
。

聴
力
障
が
い
を
伴
う
耳
鳴
り
が
気

に
な
る
状
況
に
は
大
き
く
分
け
て

２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
急
性
の

聴
力
障
が
い
が
起
き
た
と
き
で
、

急
性
中
耳
炎
の
よ
う
な
中
耳
の
病

気
、
音
響
外
傷
・
突
発
性
難
聴
・

メ
ニ
エ
ー
ル
病
な
ど
の
内
耳
の
病

気
の
急
性
期
で
す
。
こ
の
よ
う
な

急
性
の
聴
力
障
が
い
に
伴
う
耳
鳴

り
は
、
聴
力
障
が
い
が
治
れ
ば
消

失
し
ま
す
。
も
う
１
つ
は
聴
力
障

「３人でいい湯だね！」

　　田代　　 凜 さん（３歳）
りん

　　上堀　 晏奈 さん（２歳）
あんな

　　木村　 春香 さん（２歳）
はるか

左から

お祭り大好きな「仲良し従姉妹６人組」

川口 瑠佳川口　 瑠佳 さん（５歳）左さん（５歳）左上上
る　か

梨星　　　 梨星 さん（３歳）左さん（３歳）左下下
り　せ

大平 伸明　　　大平　 伸明 さん（４カ月）中央さん（４カ月）中央
のぶあき

光明　　　　　　 光明 さん（４歳）右上さん（４歳）右上
みつあき

璃央　　　　　　 璃央 さん（４歳）右中さん（４歳）右中
り　お

恵子　　　　　　 恵子 さん（２歳）右下さん（２歳）右下
けいこ
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関
係
書
類
を
送
付
し
ま
す
。
提
出

の
際
に
は
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

架
児
童
家
庭
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
２
２
３

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

特
別
児
童
扶
養
手
当
　
　
　

受
給
者
の
方
へ

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て

い
る
方
は
、
前
年
の
所
得
や
異
動

状
況
に
つ
い
て
確
認
す
る
「
特
別

児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
」
の

提
出
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
は
、
本
年
８
月
か
ら
翌
年

７
月
ま
で
の
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
受
け
ら
れ
る
資
格
が
あ
る
か
を

審
査
す
る
も
の
で
す
。
提
出
が
な

い
場
合
、
８
月
分
以
降
の
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」
の
提
出
を

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

方
（
支
給
停
止
者
も
含
む
）
は
、

「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
場

合
、
８
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

提
出
期
間

　
　
　
　

８
月
６
日
俄
→　

日
画

１７

提
出
書
類　

児
童
扶
養
手
当
現
況

届
・
児
童
扶
養
手
当
証
書
・
本
年

１
月
２
日
以
降
に
富
良
野
市
に
転

入
さ
れ
た
方
は
前
住
地
の
所
得
証

明
書

※
受
給
資
格
者
に
は
８
月
上
旬
に

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間　

対
象
者
に
は
提
出
書

類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
８
月　
１０

日
画
→　

日
画
の
間
に
福
祉
課
ま

２４

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

架
福
祉
課　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

心
身
障
が
い
者
の
巡
回
相
談

を
開
催
し
ま
す

　

道
立
心
身
障
害
者
総
合
相
談
所
に

よ
る
巡
回
相
談
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

９
月
３
日
俄
午
後
１
時

→
６
日
牙
正
午

と
こ
ろ　

旭
川
市
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
お
ぴ
っ
た
」（
旭
川
市
宮

前
通
東
４
１
５
５
番
地　

）
３０

内　

容　

知
的
障
が
い
の
方
の
療

育
手
帳
の
交
付
の
可
否
及
び
、
障

が
い
程
度
の
判
定
。
そ
の
他
専
門

的
相
談
な
ど
。

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。
８
月　
１４

日
峨
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

架
福
祉
課　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

塗
料
を
含
浸
し
た
ウ
エ
ス
か
ら
の

自
然
発
火
に
つ
い
て

　

ひ
ま
わ
り
油
な
ど
の
不
飽
和
脂

肪
酸
を
主
成
分
と
す
る
塗
料
を
含

浸
し
た
ウ
エ
ス
（
ぼ
ろ
布
）
が
自

然
発
火
し
火
災
に
な
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
塗
料
を
使
用
す
る
場

合
は
、
製
品
の
注
意
事
項
や
取
扱

説
明
書
を
必
ず
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

自
然
発
火
の
注
意

　

塗
料
が
染
み
込
ん
だ
布
や
ウ
エ

ス
は
自
然
発
火
の
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
使
用
し
た
ウ
エ
ス
は
必
ず
焼

却
す
る
か
、
水
の
入
っ
た
容
器
に

入
れ
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

地
震
な
ど
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

　

９
月
１
日
の
「
防
災
の
日
」
を

機
会
に
、
家
の
内
外
の
点
検
を
お

願
い
し
ま
す
。

一
般
家
庭
に
お
け
る
対
策

　

避
難
場
所
の
確
認
や
非
常
持
ち

出
し
袋
を
用
意
し
、
電
池
や
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
缶
詰
な
ど
は

古
く
な
っ
て
い
れ
ば
交
換
し
て
く

だ
さ
い
。
水
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食

品
を
別
に
保
存
し
て
お
く
と
安
心

で
す
。
地
震
時
に
は
、
身
の
回
り

の
火
を
消
す
習
慣
を
身
に
付
け
、

消
火
器
や
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用
意
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

富
良
野
消
防
連
合
演
習

　

９
月
１
日
臥
午
後
１
時　

分
か

３０

ら
麓
郷
中
学
校
で
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

架
富
良
野
地
区
消
防
組
合　

拶
２
３
‐
５
１
１
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

雇
用
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ

ま
す

　

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が　

月
１
日
よ
り
次
の

１０

と
お
り
施
行
さ
れ
ま
す
。

一
般
被
保
険
者
の
区
分
が
変
わ
り

ま
す
。　

　

短
時
間
労
働
被
保
険
者
（
週
所

歩調取れ、前へ！
　　　　　深田　祐介
Ｂ２９の空襲が迫る東京・
麹町、軍事教練に励む中
学生、女学生の青春が
あった。麹町一番地で育
ち、裕福だったフカダ少
年にもやがて戦争の災
禍が迫ってくる。著者初
の自伝小説。

●児童書（新着）
白土　あつこだめだめすいか
あきやまただしやっぱりたまごねえちゃん

●一般書（新着）
森村　誠一駅
群　ようこ小美代姐さん愛縁奇縁

架図書館　拶２２‐３００５

定例休館日　　毎週月曜日　
整理休館日　　３１日画

２階多目的ホール　
　８月１１日松　午前１０時３０分から
　絵本・映画・紙しばいの集い
２階展示コーナー　
　８月４日松→１２日蚊
　広島・長崎　原爆平和パネル展
１階読み聞かせコーナー
　毎週水曜日午後３時から
　サークルどんぐり 「絵本の読み聞かせ」
　（夏休み期間はおやすみです）
１階エントランスホール
　イマイ　カツミ　「季節の表情と色彩展」
　８月１２日蚊まで

開館時間　火→金曜日　午前１０時→午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時→午後５時

図書館だより図書館だより

今月の注目の今月の注目の本本
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定
労
働
時
間　

時
間
以
上　

時
間

２０

３０

未
満
）
と
そ
れ
以
外
の
被
保
険
者

（
週
所
定
労
働
時
間　

時
間
以
上
）

３０

の
被
保
険
者
区
分
を
な
く
し
、
週

所
定
労
働
時
間　

時
間
以
上
に
一

２０

本
化
さ
れ
ま
す
。

基
本
手
当
の
受
給
資
格
要
件
が
変

わ
り
ま
す
。

　

基
本
手
当
の
受
給
資
格
要
件
に

つ
い
て
、
原
則
と
し
て　

カ
月
以

１２

上
（
各
月　

日
以
上
）
の
被
保
険

１１

者
期
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
り

離
職
さ
れ
た
方
は
、
６
カ
月
以
上

（
同
）で
あ
れ
ば
受
給
資
格
を
取
得

で
き
ま
す
。

育
児
休
業
給
付
の
給
付
率
が
暫
定

的
に　

％
に
上
げ
ら
れ
ま
す
。

５０

　

平
成　

年
４
月
１
日
以
降
に
職

１９

場
復
帰
さ
れ
た
方
か
ら
平
成　

年
２２

３
月　

日
ま
で
に
育
児
休
業
を
開

３１

始
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
、
職
場
復

帰
給
付
金
の
支
給
額
の
引
き
上
げ

に
よ
り
、
給
付
率
を
休
業
前
賃
金

の　

％
か
ら　

％
に
引
き
上
げ
ら

４０

５０

れ
ま
す
。
育
児
休
業
基
本
給
付
金

の
支
給
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て

は
、
基
本
手
当
て
の
所
定
給
付
日

数
に
係
る
算
定
基
礎
期
間
か
ら
除

外
さ
れ
ま
す
。

教
育
訓
練
給
付
の
要
件
及
び
支
給

内
容
が
変
わ
り
ま
す
。

　

支
給
額
が
教
育
訓
練
受
講
経
費

の　

％
（
上
限
額　

万
円
）
に
統

２０

１０

一
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
当
分
の
間
、

れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
時
間
は

午
後
１
時　

分
→
２
時　

分
。
１

３０

２５

グ
ル
ー
プ　

分
程
度
。
３
グ
ル
ー

１５

プ
ま
で
。
８
月　

日
俄
ま
で
に
学

２０

校
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

架
富
良
野
看
護
専
門
学
校

拶
２
２
‐
５
５
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

真
夏
の
天
体
シ
ョ
ー
・
　
　

　
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群

　

毎
年
８
月　

・　

日
頃
ピ
ー
ク

１２

１３

を
迎
え
る
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群

を
中
心
に
、
夏
の
夜
空
に
広
が
る

星
座
や
星
雲
な
ど
を
観
望
し
ま
す
。

と　

き　

８
月　

日
蚊
（
雨
天
中
止
）

１２

　
　
　
　

午
後
８
時
→
９
時　

分
３０

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
料　

無
料

服　

装　

野
外
観
察
に
適
し
た
服

装
（
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
）

申
込
み　

博
物
館
ま
で
電
話
で
申

込
み
く
だ
さ
い
。

架
博
物
館　

拶
４
２
‐
２
４
０
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

　

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
を
対
象
に
子

ど
も
達
の
指
導
方
法
や
指
導
者
の

心
構
え
な
ど
を
学
び
ま
す
。

と　

き　

８
月　

日
臥

１８

　
　
　
　

午
後
５
時
→
午
後
７
時

と
こ
ろ　

東
中
学
校
体
育
館

対　

象　

富
良
野
沿
線
少
年
野
球

指
導
者
・
野
球
愛
好
者
な
ど
ス

初
回
に
限
り
、
被
保
険
者
期
間
が

１
年
以
上
あ
れ
ば
、
教
育
訓
練
給

付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

特
例
一
時
金
の
給
付
水
準
が
変
わ

り
ま
す
。

　

特
例
一
時
金
の
給
付
水
準
が
、

当
分
の
間
、
基
本
手
当
日
額
の　
４０

日
相
当
分
と
な
り
ま
す
。
受
給
資

格
要
件
（
原
則
と
し
て
６
カ
月
以

上
の
被
保
険
者
期
間
が
必
要
）
に

つ
い
て
は
、
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

架
北
海
道
労
働
局

拶
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１

催

し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

看
学
祭

テ
ー
マ　
「la
u
g
h
a
w
a
y

  
 
 
 
  
 
 
 
」

（
意
味
）　

ど
ん
な
人
で
も
み
ん
な

で
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
人

と
接
す
る
時
に
落
ち
込
ん
だ
り
す

る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
温
か

く
接
し
て
明
る
く
笑
い
飛
ば
そ
う
。

と　

き　

８
月　

日
臥

２５

　
　
　
　

午
前　

時
→
午
後
３
時

１１

と
こ
ろ　

看
護
専
門
学
校

内　

容　

看
護
体
験
・
サ
ー
ク
ル

紹
介
（
お
茶
・
ブ
リ
ザ
ー
ブ
ト
フ

ラ
ワ
ー
）・
食
堂
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト

募　

集　

学
校
の
講
堂
を
使
っ
て

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
発
表
し
て
く

ポ
ー
ツ
指
導
者

講　

師　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
フ
ィ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
講
師

参
加
料　

無
料

申
込
み　

８
月　

日
画
ま
で

１０

架
道
北
圏
広
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー　
　

�
拶
３
９
‐
２
３
１
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
i
n

た
き
さ
と
２
０
０
７

　

夜
空
を
見
上
げ
て
テ
ー
マ
に

そ
っ
た
星
空
の
観
察
を
し
ま
す
。

望
遠
鏡
や
双
眼
鏡
も
使
用
。
雨
天

時
に
は
ミ
ニ
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

○
流
星
群
【
星
の
降
る
夜
】

　

８
月　

日
蚊　

午
後
７
時　

分

１２

３０

○
月
食
【
月
が
消
え
る
夜
】

　

８
月　

日
峨　

午
後
７
時　

分

２８

３０

参
加
料　

無
料

と
こ
ろ　

滝
里
ダ
ム
資
料
館
前

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

　

分
前
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

１５

　

以
前
に
比
べ
て
適
切
な
判
断
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
こ
ん
な
と
き
に
役
立
つ
の
が
成
年
後
見
制
度
で
す
。
こ
の
制
度

は
、
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
が
不
利
益
を
受
け
な
い
よ
う
に
、
家
庭
裁

判
所
に
申
し
立
て
を
し
、
そ
の
方
を
援
助
し
て
く
れ
る
人
を
付
け
て
も
ら
う

制
度
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
制
度
の
利
用
を
お
手
伝
い
し
て
い

ま
す
の
で
、
こ
ん
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
年
金
の
支
給
日
や
料
金
の
支
払
日
が
覚
え
ら
れ
ず
、
い
つ
も
知
人
に
教
え

　

て
も
ら
う
。

・
年
金
を
す
ぐ
使
い
切
っ
て
し
ま
う
が
、
何
に
使
っ
た
の
か
思
い
出
せ
な
い
。

・
使
う
は
ず
も
な
い
高
額
な
健
康
器
具
な
ど
を
頼
ま
れ
る
と
つ
い
買
っ
て
し

　

ま
う
。

・
施
設
に
入
所
し
た
い
が
、
説
明
を
聞
い
て
も
契
約
や
費
用
の
支
払
い
の
方

　

法
が
よ
く
わ
か
ら
ず
、
手
続
き
が
で
き
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
十
分
な
判
断
能
力
の
あ
る
方
で
も
、
将
来
に
備
え
て
、
援
助

し
て
く
れ
る
人
を
決
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
（
任
意
後
見
制
度
）。

架
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）

　
　
　
　
　
　
　
  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
２
５
５

お
金
の
管
理
や
契
約
に
不
安
は
　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
歳
以
上
の
み
な
さ
ん

６５
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明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

架
社
会
教
育
課

　
　
　
　

�
拶
３
９
‐
２
３
１
８

募

集

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

富
良
野
地
区
消
防
組
合
　
　

職
員
募
集

募
集
人
員

消
防
職
【
男
子　

３
名
】

勤
務
地　

富
良
野
市
内

受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日

５７

か
ら
昭
和　

年
４
月
１
日
ま
で
に

６０

生
ま
れ
た
方
で
高
等
学
校
卒
業
程

度
の
学
力
を
有
す
る
方

身
体
要
件

虚
身
長
１
６
０
塾
、
体
重　

熟
以

５５

上
、
胸
囲
は
身
長
の
概
ね
半
分
以

上
、
握
力
（
左
右
と
も
）　

熟
以

３５

上
、
四
肢
関
節
に
障
が
い
な
ど
が

な
く
諸
機
能
が
正
常
で
あ
る
こ
と

許
視
力
（
矯
正
視
力
を
含
む
）
は

両
眼
で　

以
上
、
片
眼
の
視
力
が

０.８

そ
れ
ぞ
れ　

以
上
で
色
彩
識
別
の

０.５

完
全
な
方

距
聴
力
が
左
右
と
も
正
常
で
あ
る

こ
と

鋸
言
語
明
瞭
で
十
分
発
声
が
で
き

る
こ
と

漁
肺
活
量
３
０
０
０
寂
以
上
で
結

核
性
疾
患
、伝
染
病
疾
患
、そ
の
他

疾
患
の
な
い
方

資
格
要
件

架
滝
里
ダ
ム
管
理
所　
　
　
　

�

拶
０
１
２
４
‐
２
４
‐
４
１
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

平
成
　
年
成
人
式

２０

と　

き　

平
成　

年
１
月　

日
蚊

２０

１３

　
　
　
　

午
後
２
時

と
こ
ろ　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
者　

昭
和　

年
４
月
２
日
か

６２

ら
昭
和　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生

６３

ま
れ
た
方
。

※
学
生
な
ど
で
、
住
民
票
を
市
外

に
異
動
し
て
い
る
方
で
も
対
象
と

な
り
ま
す
。
実
家
が
市
内
に
あ
り
、

帰
省
し
て
成
人
式
に
出
席
を
希
望

す
る
方
は
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※
住
民
票
が
市
内
に
あ
る
方
は
、

申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
思
い
出
の
写
真
募
集

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
の
思
い
出

の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
式
典
当

日
に
み
な
さ
ん
か
ら
預
か
っ
た
写

真
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。（
昨
年
は
ス
ラ
イ
ド
映
像
と

し
て
使
い
ま
し
た
）

募
集
す
る
写
真　

新
成
人
の
み
な

さ
ん
の
誕
生
か
ら
現
在
ま
で
の
写

真
（
１
人
５
点
ま
で
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
）

応
募
方
法　

文
化
会
館
（
弥
生
町

１
番
２
号
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
（
写
真
は
返
却
し

ま
す
）。

※
郵
送
の
場
合
は
返
送
先
を
必
ず

虚
救
急
救
命
士
の
免
許
を
有
す
る

方許
大
型
自
動
車
の
運
転
免
許
を
有

す
る
方
。
た
だ
し
、
普
通
自
動
車

の
運
転
免
許
を
有
す
る
方
に
あ
っ

て
は
、
採
用
後
５
年
以
内
に
自
己

負
担
に
よ
り
大
型
自
動
車
の
運
転

免
許
取
得
を
条
件
と
す
る

居
住
要
件　

採
用
後
、
富
良
野
市

内
に
居
住
が
可
能
な
方

受
験
手
続
き

虚
消
防
本
部
総
務
課
に
あ
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
期

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

　

８
月
１
日
我
か
ら
８
月　

日
我

２２

ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で（
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
）。

　

郵
送
に
よ
る
申
込
み
は
８
月　
２２

日
我
ま
で
の
着
信
に
限
り
ま
す
。

一
次
試
験
の
日
時
と
場
所
　

と　

き　

９
月　

日
蚊

１６

　
　
　
　
　

午
前
８
時　

分
か
ら

４０

と
こ
ろ　

消
防
組
合
消
防
本
部

架
消
防
本
部
総
務
課
総
務
係　

拶
２
３
‐
５
１
１
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

空
き
家
・
空
室
の
情
報
を
　

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
空
き
家
の
有
効
活
用

に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と

し
て
、「
富
良
野
の
住
ま
い
情
報
バ

ン
ク
」
を
開
設
し
、
市
外
か
ら
の

転
入
者
な
ど
に
住
ま
い
の
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
登
録
い
た

だ
い
た
住
宅
情
報
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な
ど
し
て
、

全
国
に
広
く
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

８
月
以
降
も
随
時
受
け
付
け
し

て
い
ま
す
の
で
、
ア
パ
ー
ト
の
空

室
や
、
一
戸
建
て
住
宅
の
販
売
あ

る
い
は
賃
貸
物
件
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　

情
報
の
登
録
・
掲
載
に
は
申
込

み
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
企
画
振
興
課
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

架
企
画
振
興
課拶

３
９
‐
２
３
０
４

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

平
成
　
年
度
富
良
野
看
護
　

２０

専
門
学
校
学
生
募
集

募
集
人
員　
　

人
４０

受
験
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
の
条

件
を
み
た
す
方

虚
高
等
学
校
卒
業
及
び
平
成　

年
２０

３
月
卒
業
見
込
み
の
方

許
大
学
入
学
に
関
し
、
高
等
学
校

を
卒
業
し
た
方
と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方

試
験
方
法　

学
科
・
面
接
試
験
及

び
提
出
書
類
を
総
合
し
て
選
考

試
験
科
目　

国
語
（
総
合
、
た
だ

し
古
文
・
漢
文
を
除
く
）・
数
学

（
Ⅰ
・
Ａ
）・
英
語
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）・
理

科
（
生
物
Ⅰ
・
Ⅱ
）

試
験
日
程

○
学
科
試
験

　
　
　
　

平
成　

年
１
月　

日
峨

２０

２２

○
面
接
試
験

　
　
　
　

平
成　

年
１
月　

日
我

２０

２３

試
験
会
場　

富
良
野
看
護
専
門
学
校

受　

付　
　

月　

日
俄
→　

日
牙

１２

１０

２７

架
富
良
野
看
護
専
門
学
校

拶
２
２
‐
５
５
１
０

「
ぶ
ど
う
踏
み
実
演
」
を
一
般
公
募
し
ま
す

　

ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
祭
り
で
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
「
ぶ
ど
う
踏
み
実
演
」
の

参
加
者
を
公
募
い
た
し
ま
す
。
当
日
、
簡
単
な
ス
テ
ッ
プ
を
練
習
し
て

か
ら
、
実
際
に
ぶ
ど
う
踏
み
を
実
演
し
て
頂
き
ま
す
。

　

年
齢
・
性
別
は
不
問
で
す
。
た
だ
し
、
中
学
生
以
下
は
保
護
者
か
ら

応
募
願
い
ま
す
。
１
組
４
人
以
内
で
、最
大　

名
様
ま
で
募
集
し
ま
す
。

４０

　

も
ち
ろ
ん
一
人
で
も
可
能
で
す
。

申
込
み　

８
月　

日
画
ま
で
先
着
順
で
す
。

２４

問
合
せ
／
応
募
先　
　
　

実
行
委
員
会
事
務
局　

拶
３
９
‐
２
３
１
２

ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
祭
り
2
0
0
7
i
n
ま
ち
な
か
～
9
/
　
蚊
16
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年年金金だだよよりり
納め忘れはありませんか？
　国民年金の保険料は、納め忘れがあると、
老後の年金額が減額されたり、受け取れない
場合があります。忘れずに納めましょう。
安心・便利・確実な口座振替
　国民年金の保険料は、金融機関や社会保険
事務所で納めることができます。しかし、「忙
しくて納めに行く暇がない…」という方には、
口座振替をお勧めします。
　口座振替を利用すると、金融機関の口座か
ら自動的に国民年金保険料が引き落とされ
ますので、毎月金融機関に行く手間と時間が
省け、納め忘れの防止にもなり安心です。申
し込みは、納付書・通帳・印鑑を持参の上、
ご利用の金融機関または社会保険事務所で
手続きしてください。
　申し込みや引き落としに手数料は一切か
かりません。口座振替開始は、申し込みの１
～２ヶ月後となります。開始月は後日送付さ
れる「国民年金保険料口座振替」で確認して
ください。
夜間・土曜日にも年金相談を実施しています
　社会保険事務所では、平日の時間内に年金
相談にこられない方のために夜間・土曜日の
年金相談を実施しています。延長される日時
は次のとおりですのでご利用ください。

夜　間　毎週月曜日　午後７時まで延長
土曜日　第２土曜日　午前９時→午後４時

詳しくは、社会保険庁ホームページ
（http://www.sia.go.jp/）をご確認ください。
　保険料の支払いはお忘れなく

架市民課国保年金係　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金
　　　　　　　　　　の裁定請求手続き
　昭和１７年７月生まれ(満６５歳)の方は、誕生
日の前日以降に手続きをしてください。
　厚生年金の受給者は、誕生月に送られてく
るはがきが、基礎年金の手続きになりますの
で、改めて手続きする必要はありません。
栢必要なもの
　印鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本など
栢市役所③番窓口にお越しください。

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

応
募
対
象　

市
内
の
花
壇
・
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
を
所
有
し
て
い
る
方
な

ら
誰
で
も
可
。

応
募
写
真　

原
則
２
Ｌ
の
大
き
さ

と
し
、
枚
数
は
問
い
ま
せ
ん
（
裏

面
に
住
所
と
氏
名
、
連
絡
先
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
）

※
応
募
写
真
は
、
原
則
返
却
は
い

た
し
ま
せ
ん
。

応
募
期
間　

９
月　

日
蚊
ま
で

３０

表　

彰　
　

月
開
催
予
定
の
ふ
ら

１０

の
環
境
展
で
行
い
ま
す
。

応
募
先　

環
境
生
活
課
・
山
部
支

所
・
東
山
支
所

架
富
良
野
市
民
環
境
会
議
（
環
境

生
活
課
内
）
拶
３
９
‐
２
３
０
８

講
座
・
講
習

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
・
簿
記
　

複
合
講
習
会

と　

き　

９
月
４
日
峨
→　

日
画

１４

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
９
日
間
）
午

前
９
時
→
午
後
３
時

と
こ
ろ　

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

対　

象　
　

歳
→　

歳
前
後
の
方

６０

６５

受
講
料　

無
料

内　

容　

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
エ
ク

セ
ル
の
基
本
的
技
能
の
習
得
。
簿

記
の
基
礎
及
び
決
算
書
の
見
方
・

読
み
方
の
基
礎
習
得
。

申
込
み　

８
月　

日
我
ま
で

１５

架
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

拶
２
２
‐
５
０
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

医
療
講
演
会
　
　
　
　
　
　

「
緑
内
障
っ
て
ど
う
な
る
の
」

　

い
ま
、　

歳
以
上
の
日
本
人　

４０

２０

人
に
１
人
が
緑
内
障
だ
と
い
わ
れ
、

国
内
で
の
失
明
原
因
の
第
１
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。
緑
内
障
の
仕
組

み
や
早
期
発
見
、
早
期
治
療
へ
の

近
道
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

す
。

講　

師　

富
良
野
協
会
病
院　

　

眼
科
医
長　

田
邉　

章
浩
先
生

と　

き　

９
月
１
日
臥

　
　

午
後
２
時
→
午
後
３
時　

分
３０

と
こ
ろ　

協
会
病
院
大
会
議
室

参
加
料　

無　

料

架
協
会
病
院
相
談
セ
ン
タ
ー

拶
２
３
‐
２
１
８
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

会
の
開
催

と　

き　

○
第
１
種
（
８
月　

日
我
→　

日

２９

３１

画　

午
前
９
時　

分
）

３０

○
第
２
種
（
９
月
５
日
我
→
７
日

画　

午
前
９
時　

分
）

３０

と
こ
ろ　

北
海
道
建
設
会
館
（
札
幌
市
）

申
込
み　

８
月
８
日
我
ま
で

架
富
良
野
地
区
消
防
組
合

拶
２
３
‐
５
１
１
９

熊本県大雨災害・新潟県中越沖地震義援金の募集

架福祉課　拶３９‐２２１１

【熊本県大雨災害義援金】

受付期間　８月１０日画まで
虚郵便振替口座（手数料免除）
　口座番号　０１９００－０－９９
　口座名義　日本赤十字社熊
　　　　　　本県支部
　（通信欄に義援金名を明記
　ください）
許現金書留による受付（郵便
　料金免除）
　〒861-8039　
　熊本県熊本市長嶺南2丁目
　１－１
　日本赤十字社熊本県支部
　「熊本県大雨災害義援金」係

【新潟県中越沖地震義援金】

受付期間
　平成２０年１月１６日我まで
虚郵便振替口座（手数料免除）
　口座番号　00510－5－26
　口座名義
　　日本赤十字社新潟県支部
　（通信欄に義援金名を明記
　ください）
許銀行振込（手数料一部免除）
　○北洋銀行　札幌南支店
　　口座番号：普4282967
　○北海道銀行　本店営業部
　　口座番号：普1738068
　○口座名義：
　　日本赤十字社北海道支部
　　支部長　伊藤義郎

日本赤十字社では被災された
方々のたの義援金の募集を開
始しました。みなさんのご協力
をお願いします。

※日本赤十字社富良野市地区の窓口でも受付しています（福祉課内）
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広報ふらのは再生紙を使用しています

こうほう    平成１９年８月号   №551

■広報５月号から使用している用紙を変えてみま
したが、みなさん気付いたでしょうか？違いは以
前と比べて色が若干白くなっています。以前使用
していた用紙が廃版となったため、より近い材質
のものに変更しました。５月号以前の広報を持っ
ている方は、ぜひ比べてみてください。（と）

■毎週、布礼別の原始の泉に水を汲みに行きます。
原始の泉の水で紅茶やコーヒーを入れ、至福の一
時を過ごします。今回の名称応募総数１３４件の中か
ら決まった「ふらの天然水原始の泉」。9月から販
売されます。自慢の特産品になるようかわいがっ
てくださいね。（さ）

編集

後記

　

ま
た
、
病
院
で
使
用
す
る

シ
ー
ツ
と
い
う
こ
と
を
考
慮

し
、
洗
濯
に
強
く
、
色
落
ち

や
色
あ
せ
を
防
ぐ
よ
う
に
工

夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
場
の
職
員
は
「
部
屋
が

麓
郷
の
人
気
不
動
や
北
の
夏

木
戸
　
美
星

涼
風
や
四
万
十
川
の
屋
形
船

中
嶋
美
恵
子

八
月
や
慰
問
袋
の
話
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
倉
　
雪
子

旅
立
ち
し
姉
に
も
似
た
る
花
菖
蒲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
田
　
博
子

名
刹
の
炎
天
高
き
午
後
の
鐘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
本
　
　
宏

掛
け
終
え
し
半
襟
白
き
単
衣
か
な

相
良
　
紀
子

ま
ん
ま
る
の
月
を
賞
で
つ
つ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

空
家
が
目
立
つ
吾
が
町
わ
び
し
　
　
　
吉
田
　
久
子
　

ム
コ
殿
の
死
を
み
と
め
ら
れ
ず
泣
い
た
日
日

あ
ふ
れ
る
涙
拭
い
も
せ
ず
に
　
　
　
　
村
上
　
ユ
ミ

ア
カ
シ
ア
の
若
葉
す
が
し
き
白
い
花
は

風
に
ゆ
れ
つ
つ
香
を
は
こ
び
く
る
　
　
木
村
み
ど
り

採
り
た
て
の
ア
ス
パ
ラ
包
み
し
新
聞
紙

し
め
り
を
お
び
て
く
た
く
た
と
せ
り
　
町
屋
　
和
子

も
ぎ
た
て
の
桜
桃
た
ま
ひ
ぬ
こ
ろ
こ
ろ
と

紅
の
玉
実
の
い
の
ち
が
彈
む
　
　
　
　
森
高
　
緑
子

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日→金曜日　
　　　　　　　　　午前８時→８時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　８月２５日臥　午前１０時→１０時４５分

　

西
脇
病
院
で
は
、　

月
の

１１

新
病
棟
で
の
診
療
開
始
に
合

わ
せ
、
播
州
織
で
製
作
さ
れ

た
シ
ー
ツ
を
使
用
し
ま
す
。

　

こ
の
シ
ー
ツ
は
、
医
師
や

看
護
師
、
患
者
の
み
な
さ
ん

⑧

の
意
見
を
取
り
入
れ
開
発
さ

れ
た
も
の
で
、
播
州
織
の
特

徴
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
格
子
模

様
は
、
西
脇
市
の
花
で
あ
る

「
シ
バ
ザ
ク
ラ
」
を
思
わ
せ
る

ピ
ン
ク
色
で
す
。

明
る
く
、
気
持
ち
も
安
ら
ぐ

効
果
が
あ
る
の
で
は
」
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

（
広
報
に
し
わ
き
７
月
号
よ

り
）

　

播
州
織
の
シ
ー
ツ
を
西
脇
病
院
で
利
用

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ


